
沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
の

米
軍
新
基
地
建
設
を
め
ぐ
る

た
た
か
い
は
、
沖
縄
県
と
安

倍
政
権
と
の
法
廷
闘
争
に
突

入
し
ま
し
た
。
政
府
は
、
翁

長
雄
志
知
事
に
よ
る
辺
野
古

埋
め
立
て
承
認
の
取
り
消
し

は
「
違
法
」
だ
と
し
て
、
県

に
代
わ
っ
て
国
が
取
り
消
し

処
分
を
撤
回
す
る
「
代
執
行
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
（
裁
判

冒
頭
の
翁
長
知
事
の
発
言
を

左
に
紹
介
し
ま
す
。
）

普
天
間
撤
去
と
矛
盾

「
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認

の
取
り
消
し
で
普
天
間
飛
行

場
の
危
険
性
除
去
が
で
き
な

く
な
り
、
日
米
両
国
の
信
頼

関
係
に
亀
裂
が
入
り
崩
壊
し

か
ね
な
い
。
」
政
府
が
17
日
、

福
岡
高
裁
那
覇
支
部
に
提
出

し
た
訴
状
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

が
、
県
を
提
訴
し
た
最
大
の

理
由
で
す
。

し
か
し
、
辺
野
古
新
基
地

の
完
成
は
早
く
て
２
０
２
０

年
代
前
半
で
す
。
他
方
、
普

天
間
基
地
は
「
19
年
２
月
ま

で
の
運
用
停
止
」
と
政
府
は

明
言
し
て
お
り
、
訴
状
と
矛

盾
し
ま
す
。

地
方
自
治
を
否
定

訴
状
は
さ
ら
に
、
「
県
知

事
が
国
の
存
立
や
安
全
保
障

に
影
響
を
与
え
る
重
大
事
項

に
つ
い
て
、
適
否
を
判
断
す

る
権
限
は
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
驚
く
べ
き
地
方
自

治
否
定
の
見
解
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
翁
長
知
事

は
、
「
憲
法
上
、
国
と
地
方

は
対
等
な
関
係
に
あ
る
。
地

方
自
治
の
否
定
は
国
民
の
基

本
的
人
権
の
否
定
で
も
あ
る
。

国
の
か
じ
取
り
は
、
地
方
か

ら
の
多
く
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
る
の
が
当
た
り
前

の
姿
だ
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

民
意
無
視
は
ど
ち
ら

沖
縄
県
民
の
８
割
が
辺
野

古
新
基
地
に
反
対
し
、
昨
年

は
沖
縄
県
知
事
選
、
名
護
市

長
選
や
総
選
挙
な
ど
一
連
の

選
挙
で
新
基
地
反
対
派
が
圧

倒
的
な
勝
利
を
重
ね
、
こ
れ

以
上
な
い
形
で
民
意
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
政
府
は
こ
の
時

点
で
新
基
地
を
断
念
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
す
。

民
意
を
無
視
し
て
新
基
地

の
工
事
を
強
行
す
る
政
府
に

対
し
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
手
段

で
新
辺
野
古
基
地
を
阻
止
す

る
」
と
公
約
し
て
圧
勝
し
た

翁
長
知
事
が
埋
め
立
て
承
認

の
取
り
消
し
な
ど
を
行
う
こ

と
は
当
然
の
措
置
で
す
。

№２０２８ 泉北教育 ２０１５年１２月７日 （２）

教職員の生活と権利を守るため、泉北教組に加入してください。

沖縄県知事の翁長雄志でござ

います。

本日は、本法廷において意見

陳述する機会を与えていただき

ましたことに、心から感謝申し

上げます。

私は、昨年の県知事選挙で「オール沖縄」「イデオロギー

よりアイデンティティー」をスローガンに、保守・革新の対

立を乗り越えて当選を致しました。

本件訴訟の口頭弁論にあたり、私の意見を申し上げます。

歴史的にも現在においても沖縄県民は自由・平等・人権・

自己決定権をないがしろにされてまいりました。私はこのこ

とを「魂の飢餓感」と表現しています。政府との間には多く

の課題がありますが、「魂の飢餓感」への理解がなければ、

それぞれの課題の解決は大変困難であります。

簡単に沖縄の歴史をお話ししますと、沖縄は約５００年に

及ぶ琉球王国の時代がありました。日本と中国・朝鮮・東南

アジアを駆け巡って大交易時代を謳歌（おうか）しました。

琉球は１８７９年、今から１３６年前に日本に併合されまし

た。これは琉球が強く抵抗したため、日本政府は琉球処分と

いう名目で軍隊を伴って行われたのです。併合後に待ち受け

ていたのが７０年前の第２次世界大戦、国内唯一の軍隊と民

間人が混在しての凄惨（せいさん）な地上戦が行われました。

沖縄県民約１０万人を含む約２０万の人々が犠牲になりまし

た。

戦後は、ほとんどの県民が収容所に収容され、その間に強

制的に土地を接収され、収容所からふるさとに帰ってみると

普天間飛行場をはじめ米軍基地に変わっていました｡その後も､

住宅や人が住んでいても「銃剣とブルドーザー」で土地を強

制的に接収されました。

１９５２年、サンフランシスコ講和条約による日本の独立

と引き換えに、沖縄は米軍の施政権下に置かれ、日本国民で

もアメリカ国民でもない無国籍人となり、当然日本国憲法の

適用もなく、県民を代表する国会議員を一人も国会に送った

ことはありませんでした。犯罪を犯した米兵がそのまま帰国

することすらあった治外法権ともいえる時代でした。ベトナ

ム戦争の時は沖縄からＢ５２爆撃機の出撃をはじめいろいろ

な作戦が展開されており、沖縄は日米安保体制と、日本の平

和と高度経済成長を陰で支えてきたわけです。

しかし、政府は一昨年、サンフランシスコ講和条約が発効

した４月２８日を「主権回復の日」として式典を開催し、そ

こでは万歳三唱まで行われたのです。沖縄にとっては悲しい、

やるせない式典でした。まったく別々の人生を歩んできたよ

うな気がします。（つづく）

「戦場ぬ止み」上映会

2016年3月6日(日)
和泉ｺﾐｾﾝ3F 料金1000円

①第1回上映13:35～

②三上監督お話16:00～

③第2回上映17:30～


